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会長あいさつ

長崎県新人演奏会第５０回記念プレイベント「輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート」

長崎県文化団体協議会 会長
長崎県知事

大 石 賢 吾

文協　第75号
令和5年（2023年）3月発行
発行：長崎県文化団体協議会
住所：〒850‒8570
 長崎市尾上町3‒1 長崎県文化振興・世界遺産課内
TEL：095‒822‒6049　FAX：095‒829‒2336
https://www.n‒bundankyo.jp/

2023 .3

　
長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら

地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
の
推
進
役
と
し
て
、ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、「
長
崎
県
新

人
演
奏
会
」及
び「
長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展
」な
ど
の
活
動
や

多
彩
な
文
化
事
業
へ
の
助
成
を
通
し
て
、本
県
の
文
化
振
興
や
人

材
育
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆

様
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
７
年
度
に
は
、全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る

「
国
民
文
化
祭
、全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」が
本
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。昨
年
11
月
に
は
県
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、基
本
構
想

や
事
業
計
画
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
文
化
や
芸
術
は
、新
た
な
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
、豊
か
な
人

間
性
と
自
由
な
発
想
力
を
持
つ
人
材
を
育
て
、地
域
活
性
化
の
原

動
力
と
な
る
も
の
で
す
。

　
両
文
化
祭
の
開
催
に
向
け
、会
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、地

域
の
文
化
資
源
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
図
り
、情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、関
係
市
町
や
各
芸
術
文
化
団
体
と
も
連
携
を
深

め
、本
県
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
展
の
た
め
に
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。両
文
化
祭
を
契
機
に
、加
盟
団
体
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、今
後
も
皆
様
が
よ
り
一
層
活
躍
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
格

別
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　今年は春の訪れが早いよう
で、桜の季節も終盤かもしれま
せん。ようやくコロナ禍も明け

つつあり、文化活動も「以前のように」が戻り始めてい
ます。とはいえ、前と全く同じではなく、この３年間を経
験したからこそ、新しいものがみえるようになりました。

当協議会も新たなステージを目指します。加盟各団体の
皆様としっかり情報交換をしていきたいので、ご意見・
ご要望は自由にお寄せください。イベントの周知依頼や
「文協」に載せたい記事も大歓迎です。これからも皆様
のニーズにあわせた事業が推進できるよう工夫を重ねて
まいります。（Ｔ）

ル
ネ
サ
ン
ス

編 集 後 記

　「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
う
も
の
を
、

女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。」

　
よ
く
知
ら
れ
た
『
土
佐
日
記
』
の
冒
頭

で
す
。
紀
貫
之
は
自
ら
を
女
に
擬
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
日
記
は
男
が
書
い
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
漢
文
で
。
女
も

書
い
て
み
る
よ
と
い
う
の
は
、
平
仮
名
（
女

手
）
で
書
き
ま
す
よ
、と
い
う
宣
言
で
す
。

日
本
最
初
の
平
仮
名
表
記
の
文
学
は
『
古

今
集
』
で
す
。『
古
今
集
』
の
撰
者
で
あ
っ

た
紀
貫
之
は
、
平
仮
名
表
記
の
自
在
さ
を

感
得
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
散
文
に

ま
で
利
用
し
た
の
で
す
。
あ
た
か
も
女
の

ふ
り
を
し
て
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
は
、
十

四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
、
ギ
リ
シ
ア
・ロ
ー

マ
古
典
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
人
間
中
心
の

新
し
い
文
学
運
動
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
な

に
よ
り
も
そ
の
根
本
は
、
ラ
テ
ン
語
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
書
か
れ
た

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ダ
ン
テ
は
イ

タ
リ
ア
語
で
、
チ
ョ
ー
サ
ー
は
英
語
で
、
ラ

ブ
レ
ー
や
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
き

ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
再
生
を
意
味

し
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
を

滋
養
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
学
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
再
生
を
超

え
て
、
自
国
文
学
の
創
生
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　
紀
貫
之
が
先
鞭
を
つ
け
た
仮
名
文
学

は
、
や
が
て
清
少
納
言
、
紫
式
部
な
ど
女

流
文
学
者
に
受
け
継
が
れ
、
世
界
に
冠
た

る
平
安
朝
文
学
に
花
開
き
ま
し
た
。
漢
文

で
は
な
く
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
学
。

こ
れ
こ
そ
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
で
す
。
む
し
ろ

言
う
な
ら
、
国
文
学
の
創
生
で
す
。
し
か

も
『
源
氏
物
語
』
は
十
一
世
紀
初
め
に
は

成
立
し
て
い
ま
す
。
早
い
か
遅
い
か
を
競
っ

て
も
無
意
味
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も

三
世
紀
も
先
ん
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
日
本
人
は
長
い
間
中
国
古
典
で

自
ら
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
文
明
化
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
歴
史
の
見
方
、
政
治

の
や
り
方
、物
事
の
考
え
方
、恋
の
表
現
。

仏
教
伝
来
か
ら
『
土
佐
日
記
』
ま
で
四
〇

〇
年
で
す
。
そ
の
教
養
に
十
分
浸
さ
れ
た

中
か
ら
、
日
本
独
得
の
感
性
の
花
を
咲
か

せ
た
の
が
『
源
氏
物
語
』
で
す
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

は
そ
れ
ぞ
れ
近
代
・
現
代
へ
の
歩
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
の
平
仮
名
文

学
を
経
て
、
日
本
は
独
特
の
文
化
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
肥
料
の
な
い
土
の
花
は
、
や
が

て
枯
れ
ま
す
。
文
化
も
、
教
養
と
い
う
肥

料
が
な
け
れ
ば
、
や
が
て
枯
れ
る
の
で
す
。
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こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

私
た
ち
の
日
常
は
、
大
き
な
制
約
を

受
け
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、
人

そ
れ
ぞ
れ
に
影
響
を
受
け
、
厳
し
い

選
択
を
迫
ら
れ
た
人
も
、
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
幾
つ
か
の
音
楽
団
体

の
責
任
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
経
験

を
し
ま
し
た
。
私
が
、
40
数
年
、
実

行
委
員
長
し
て
い
る
「
日
本
フ
ィ
ル

長
崎
公
演
」
は
、１
昨
年
、去
年
と
、

２
年
続
け
て
、「
中
止
」
と
な
り
、

特
に
去
年
は
、
直
前
に
長
崎
だ
け
が

「
中
止
」
と
な
る
厳
し
い
決
定
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
チ
ケ
ッ
ト
を

買
っ
て
頂
い
た
方
に
、「
払
い
戻
し
」

の
連
絡
を
す
る
と
、
多
く
の
方
が
、

「
コ
ロ
ナ
で
、
日
本
フ
ィ
ル
も
大
変
で

し
ょ
う
」
と
、チ
ケ
ッ
ト
代
金
の
１
部
、

ま
た
は
全
部
を
、
寄
付
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
長
年
、
日
本
フ
ィ
ル
に
、

音
楽
に
関
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

音
楽
活
動
の
中
で
も
、「
合
唱
」
は
、

特
に
「
制
約
」
も
厳
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
去
年
12
月
、
長
崎
交
響
楽

団
と
、
県
民
第
九
実
行
委
員
会
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
を
受
け
て
、
こ

う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
人
類
愛

が
テ
ー
マ
の
「
第
九
」
を
演
奏
し
よ

う
と
、
５
年
ぶ
り
に
「
第
九
」
演
奏

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
番
で
も
、

合
唱
団
は
マ
ス
ク
着
用
で
し
た
が
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
、「
思
い
」
は

伝
わ
っ
た
と
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
う
時
期
で
す
が
、
長

崎
県
音
楽
連
盟
は
、
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
の
作
曲
者
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
故

郷
　
イ
タ
リ
ア
・
ル
ッ
カ
と
の
国
際

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
去
年
11
月
に
は
、
ル
ッ
カ
の
劇
場

か
ら
の
招
待
で
、
長
崎
の
邦
楽
、
日

舞
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
ル
ッ
カ
の
劇

場
で
、
演
奏
や
踊
り
を
披
露
し
、
大

喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
直

前
に
は
、
４
０
０
年
前
、
長
崎
・
西

坂
の
丘
で
殉
教
し
た
ル
ッ
カ
出
身
の

司
祭
の
追
悼
ミ
サ
に
出
席
す
る
た
め

に
、
長
崎
を
訪
れ
た
ル
ッ
カ
の
大
司

教
を
歓
迎
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
、
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
民
間
レ
ベ
ル
の
文
化
交

流
が
、
さ
ら
に
、
大
き
な
絆
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、「
文
化
」
を
大
切
に
す
る
「
思

い
」「
行
動
」
は
、
次
の
１
歩
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ま
だ
先
の
事
と
思
っ
て
い

た
長
崎
で
の
「
国
民
文
化
祭
」
も
、

２
年
後
に
迫
り
ま
し
た
。
去
年
秋
に

は
、
実
行
委
員
会
も
発
足
し
、
今

年
か
ら
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
内
容

を
検
討
、
協
議
す
る
段
階
に
入
り
ま

す
。
国
民
文
化
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

「
国
体
」
と
違
っ
て
、
各
県
対
抗
で
、

順
位
を
決
め
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
ニュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
く
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
も
、
残
念
な
が
ら
、
高
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
崎
県

に
と
っ
て
、
２
年
後
の
「
国
民
文
化

祭
」
が
、
と
て
も
、
大
切
な
行
事
で

あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
人
口
減
少
が
進
み
、
高
齢
化

が
加
速
す
る一
方
、
長
崎
市
を
中
心

に
、
１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る

街
の
変
化
。
そ
う
し
た
中
で
、「
国

民
文
化
祭
」を
契
機
に
、長
崎
の「
文

化
」
を
、
総
合
的
に
再
構
築
し
て
、

若
い
世
代
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、「
国
民
文
化
祭
」
の
最
大

の
目
的
の
１
つ
で
す
。
長
崎
の
長
い

歴
史
、
国
際
交
流
、
長
崎
な
ら
で
は

の
多
様
な
文
化
を
、
全
国
に
発
信
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
た
い
も
の

で
す
。

「
新
た
な
１
歩
」を
踏
み
出
す
た
め
に

国
民
文
化
祭
に
向
け
て

長崎交響楽団・長崎第九実行委員会演奏会（ながさき県民文化交流推進事業補助） 写真提供：長崎新聞社

国文祭・芸文祭みやざき2020総合フェスティバル

長 崎 県 文 化 団 体 協 議 会

●６月１９日（日）
　長崎県新人演奏会（アルカスSASEBO）

●６月３０日（木）
　令和４年度委員会・総会（県庁会議室＋オンライン）

●１０月２９日（土）
　長崎県新人演奏会第５０回記念プレイベント
　輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート（長崎市民会館）
　ジュニアオーケストラ指導

  6月  ８日　委員会、総会（県庁及びオンライン）

  ６月13日　第48回長崎県新人演奏会

11月19日　輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート

11月27日　Museum Concert2021

●１月７日（土）～１月１５日（日）
　第１８回長崎県選抜作家美術展　長崎会場（長崎県美術館）

●１月２５日（水）～１月２９日（日）
　第１８回長崎県選抜作家美術展　佐世保会場（島瀬美術センター）

●２月２２日（水）・２３日（木・祝）
　第５０回長崎県新人演奏会オーディション

令和4年 令和5年

令和4年度  活動報告

第48回長崎県新人演奏会

第49回

長崎県新人演奏会

チケット販売／
【主　催】長崎県文化団体協議会　【共　催】　　長崎県、佐世保市、時津町、（公財）佐世保地域文化事業財団アルカスSASEBO
【協　賛】（公財）九州文化協会
【後　援】朝日新聞社、長崎新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、KTNテレビ長崎、NIB長崎国際テレビ、NCC長崎文化放送
　　　　NBC長崎放送、NHK長崎放送局、FM長崎、長崎ケーブルメディア、ながさきプレス、TVSテレビ佐世保、FMさせぼ
【問合先】 長崎県文化団体協議会（長崎県文化振興・世界遺産課内）　TEL.095-822-6049
　　　　 〒850-8570 長崎市尾上町3-1  5F

アルカスSASEBO、県庁生協売店

奏でよ未来を   溢れる音色で奏でよ未来を   溢れる音色で

大人　1,000円
小～高校生無料（要入場整理券）
※未就学児童のご入場はご遠慮ください。

中村 卓士

長崎県文化団体協議会 検索

当日（４F）
販売窓口
あります

入場料／

2022
会　場／アルカスSASEBO 中ホール（４F）

6 19（日）開場 13:30開演 14:00

演奏曲目
巡礼の年 第2年「イタリア」
S.161/R.10より第7曲
    「ダンテを読んで」/F.リスト

GUEST
第48回

長崎県新人演奏会
グランプリ受賞

・新型コロナウイルス感染症感染防止対策にご協力をお願いします。　・出演者へのプレゼント等はお控えいただきますようお願いいたします。

佐世保市三浦町2-3　TEL0956-42-1111　休館日／第２・第４水曜日

第49回長崎県新人演奏会

輝ける星たちとNOCE室内楽
コンサート

加盟団体への補助事業
★長崎県文化団体協議会補助金
★ながさき県民文化交流推進事業補助金

第50回長崎県新人演奏会オーディション

ジュニアオーケストラ指導

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

芸術監督/指揮   星出 豊 

出 演   長崎県オペラ協会 

舞 台 監 督   濵田浩充 

舞 台 / 照 明   （株）NBC ソシア 
   山浦直子  森 美春  

  S エリア席 4,500 円     A エリア席  4,000 円 

一般エリア席 3,500 円  一般エリア学生席  2,000 円  車いす席 2,000 円  

 

チケット取り扱い   絃洋会楽器店   くさの書店西友店   長崎県オペラ協会 

  

主催  長崎県オペラ協会  
後援  長崎県 長崎県教育委員会 長崎市 長崎市教育委員会 長崎県音楽連盟 NHK長崎放送局 NBC 長崎放送  

KTNテレビ長崎 NCC長崎文化放送 NIB 長崎国際テレビ FM長崎 長崎ケーブルメディア 長崎新聞社  
毎日新聞社 読売新聞西部本社 西日本新聞長崎総局 長崎国際観光コンベンション協会   
長崎県オペラ協会後援会 
※ 本事業は、長崎県文化団体協議会令和 4年度「ながさき県民文化交流推進事業」による助成をうけています。 

お問い合わせ：長崎県オペラ協会  
Tel 090-9563-5461/E-Mail nagasaki_opera1980@yahoo.co.jp 

オペラ   

 

オペラ   

開演 １４時００分 
開場 １３時００分 

 

台本構成 星出 豊   作曲 錦かよ子 （改訂縮小版） 

 

同時開催 書道作品展（ホワイエギャラリー）  森田 孝子 

台本 G.ジャコーザ L.イッリカ   作曲 G.プッチーニ （抜粋版） 

 

２０２３年３月１２日（日） 
とぎつカナリーホール 

第１８回長崎県選抜作家美術展
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長崎県文化団体協議会
副会長

河 野 英 雄

　
こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

私
た
ち
の
日
常
は
、
大
き
な
制
約
を

受
け
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
、
人

そ
れ
ぞ
れ
に
影
響
を
受
け
、
厳
し
い

選
択
を
迫
ら
れ
た
人
も
、
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
幾
つ
か
の
音
楽
団
体

の
責
任
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
経
験

を
し
ま
し
た
。
私
が
、
40
数
年
、
実

行
委
員
長
し
て
い
る
「
日
本
フ
ィ
ル

長
崎
公
演
」
は
、１
昨
年
、去
年
と
、

２
年
続
け
て
、「
中
止
」
と
な
り
、

特
に
去
年
は
、
直
前
に
長
崎
だ
け
が

「
中
止
」
と
な
る
厳
し
い
決
定
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
チ
ケ
ッ
ト
を

買
っ
て
頂
い
た
方
に
、「
払
い
戻
し
」

の
連
絡
を
す
る
と
、
多
く
の
方
が
、

「
コ
ロ
ナ
で
、
日
本
フ
ィ
ル
も
大
変
で

し
ょ
う
」
と
、チ
ケ
ッ
ト
代
金
の
１
部
、

ま
た
は
全
部
を
、
寄
付
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
長
年
、
日
本
フ
ィ
ル
に
、

音
楽
に
関
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

音
楽
活
動
の
中
で
も
、「
合
唱
」
は
、

特
に
「
制
約
」
も
厳
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
去
年
12
月
、
長
崎
交
響
楽

団
と
、
県
民
第
九
実
行
委
員
会
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
を
受
け
て
、
こ

う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
人
類
愛

が
テ
ー
マ
の
「
第
九
」
を
演
奏
し
よ

う
と
、
５
年
ぶ
り
に
「
第
九
」
演
奏

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
番
で
も
、

合
唱
団
は
マ
ス
ク
着
用
で
し
た
が
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
、「
思
い
」
は

伝
わ
っ
た
と
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
う
時
期
で
す
が
、
長

崎
県
音
楽
連
盟
は
、
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
の
作
曲
者
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
故

郷
　
イ
タ
リ
ア
・
ル
ッ
カ
と
の
国
際

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
去
年
11
月
に
は
、
ル
ッ
カ
の
劇
場

か
ら
の
招
待
で
、
長
崎
の
邦
楽
、
日

舞
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
ル
ッ
カ
の
劇

場
で
、
演
奏
や
踊
り
を
披
露
し
、
大

喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
直

前
に
は
、
４
０
０
年
前
、
長
崎
・
西

坂
の
丘
で
殉
教
し
た
ル
ッ
カ
出
身
の

司
祭
の
追
悼
ミ
サ
に
出
席
す
る
た
め

に
、
長
崎
を
訪
れ
た
ル
ッ
カ
の
大
司

教
を
歓
迎
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
、
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
民
間
レ
ベ
ル
の
文
化
交

流
が
、
さ
ら
に
、
大
き
な
絆
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、「
文
化
」
を
大
切
に
す
る
「
思

い
」「
行
動
」
は
、
次
の
１
歩
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ま
だ
先
の
事
と
思
っ
て
い

た
長
崎
で
の
「
国
民
文
化
祭
」
も
、

２
年
後
に
迫
り
ま
し
た
。
去
年
秋
に

は
、
実
行
委
員
会
も
発
足
し
、
今

年
か
ら
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
内
容

を
検
討
、
協
議
す
る
段
階
に
入
り
ま

す
。
国
民
文
化
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

「
国
体
」
と
違
っ
て
、
各
県
対
抗
で
、

順
位
を
決
め
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
ニュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
く
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
も
、
残
念
な
が
ら
、
高
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
崎
県

に
と
っ
て
、
２
年
後
の
「
国
民
文
化

祭
」
が
、
と
て
も
、
大
切
な
行
事
で

あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
人
口
減
少
が
進
み
、
高
齢
化

が
加
速
す
る一
方
、
長
崎
市
を
中
心

に
、
１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る

街
の
変
化
。
そ
う
し
た
中
で
、「
国

民
文
化
祭
」を
契
機
に
、長
崎
の「
文

化
」
を
、
総
合
的
に
再
構
築
し
て
、

若
い
世
代
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、「
国
民
文
化
祭
」
の
最
大

の
目
的
の
１
つ
で
す
。
長
崎
の
長
い

歴
史
、
国
際
交
流
、
長
崎
な
ら
で
は

の
多
様
な
文
化
を
、
全
国
に
発
信
で

き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
た
い
も
の

で
す
。

「
新
た
な
１
歩
」を
踏
み
出
す
た
め
に

国
民
文
化
祭
に
向
け
て

長崎交響楽団・長崎第九実行委員会演奏会（ながさき県民文化交流推進事業補助） 写真提供：長崎新聞社

国文祭・芸文祭みやざき2020総合フェスティバル

長 崎 県 文 化 団 体 協 議 会

●６月１９日（日）
　長崎県新人演奏会（アルカスSASEBO）

●６月３０日（木）
　令和４年度委員会・総会（県庁会議室＋オンライン）

●１０月２９日（土）
　長崎県新人演奏会第５０回記念プレイベント
　輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート（長崎市民会館）
　ジュニアオーケストラ指導

  6月  ８日　委員会、総会（県庁及びオンライン）

  ６月13日　第48回長崎県新人演奏会

11月19日　輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート

11月27日　Museum Concert2021

●１月７日（土）～１月１５日（日）
　第１８回長崎県選抜作家美術展　長崎会場（長崎県美術館）

●１月２５日（水）～１月２９日（日）
　第１８回長崎県選抜作家美術展　佐世保会場（島瀬美術センター）

●２月２２日（水）・２３日（木・祝）
　第５０回長崎県新人演奏会オーディション

令和4年 令和5年

令和4年度  活動報告

第48回長崎県新人演奏会

第49回

長崎県新人演奏会

チケット販売／
【主　催】長崎県文化団体協議会　【共　催】　　長崎県、佐世保市、時津町、（公財）佐世保地域文化事業財団アルカスSASEBO
【協　賛】（公財）九州文化協会
【後　援】朝日新聞社、長崎新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、KTNテレビ長崎、NIB長崎国際テレビ、NCC長崎文化放送
　　　　NBC長崎放送、NHK長崎放送局、FM長崎、長崎ケーブルメディア、ながさきプレス、TVSテレビ佐世保、FMさせぼ
【問合先】 長崎県文化団体協議会（長崎県文化振興・世界遺産課内）　TEL.095-822-6049
　　　　 〒850-8570 長崎市尾上町3-1  5F

アルカスSASEBO、県庁生協売店

奏でよ未来を   溢れる音色で奏でよ未来を   溢れる音色で

大人　1,000円
小～高校生無料（要入場整理券）
※未就学児童のご入場はご遠慮ください。

中村 卓士

長崎県文化団体協議会 検索

当日（４F）
販売窓口
あります

入場料／

2022
会　場／アルカスSASEBO 中ホール（４F）

6 19（日）開場 13:30開演 14:00

演奏曲目
巡礼の年 第2年「イタリア」
S.161/R.10より第7曲
    「ダンテを読んで」/F.リスト

GUEST
第48回

長崎県新人演奏会
グランプリ受賞

・新型コロナウイルス感染症感染防止対策にご協力をお願いします。　・出演者へのプレゼント等はお控えいただきますようお願いいたします。

佐世保市三浦町2-3　TEL0956-42-1111　休館日／第２・第４水曜日

第49回長崎県新人演奏会

輝ける星たちとNOCE室内楽
コンサート

加盟団体への補助事業
★長崎県文化団体協議会補助金
★ながさき県民文化交流推進事業補助金

第50回長崎県新人演奏会オーディション

ジュニアオーケストラ指導

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

芸術監督/指揮   星出 豊 

出 演   長崎県オペラ協会 

舞 台 監 督   濵田浩充 

舞 台 / 照 明   （株）NBC ソシア 
   山浦直子  森 美春  

  S エリア席 4,500 円     A エリア席  4,000 円 

一般エリア席 3,500 円  一般エリア学生席  2,000 円  車いす席 2,000 円  

 

チケット取り扱い   絃洋会楽器店   くさの書店西友店   長崎県オペラ協会 

  

主催  長崎県オペラ協会  
後援  長崎県 長崎県教育委員会 長崎市 長崎市教育委員会 長崎県音楽連盟 NHK長崎放送局 NBC 長崎放送  

KTN テレビ長崎 NCC長崎文化放送 NIB 長崎国際テレビ FM長崎 長崎ケーブルメディア 長崎新聞社  
毎日新聞社 読売新聞西部本社 西日本新聞長崎総局 長崎国際観光コンベンション協会   
長崎県オペラ協会後援会 
※ 本事業は、長崎県文化団体協議会令和 4年度「ながさき県民文化交流推進事業」による助成をうけています。 

お問い合わせ：長崎県オペラ協会  
Tel 090-9563-5461/E-Mail nagasaki_opera1980@yahoo.co.jp 

オペラ   

 

オペラ   

開演 １４時００分 
開場 １３時００分 

 

台本構成 星出 豊   作曲 錦かよ子 （改訂縮小版） 

 

同時開催 書道作品展（ホワイエギャラリー）  森田 孝子 

台本 G.ジャコーザ L.イッリカ   作曲 G.プッチーニ （抜粋版） 

 

２０２３年３月１２日（日） 
とぎつカナリーホール 

第１８回長崎県選抜作家美術展
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■日時：令和５年１１月１１日（土）　■会場：アルカスSASEBO 大ホール　■入場料：一般2,000円/高校生以下無料（予定）

長
崎
県
新
人
演
奏
会
第
50
回
を
迎
え
て

　長
崎
県
新
人
演
奏
会
が
始
ま
っ
て
５０
年
目

を
迎
え
ま
す
。私
自
身
は
、こ
れ
ま
で
に
数
多

く
の
感
動
す
る
演
奏
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、そ
の
度
毎
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
中
で
改
善
さ
れ
て
き

た
主
な
事
項
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
会
場
の
変
更
、課
題
曲
の
設
定
・
改

訂
、審
査
員
の
県
外
か
ら
の
招
聘
、審
査
委

員
長
の
設
定
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
枠
の
拡
大
、

演
奏
会
場
の
拡
大
、グ
ラ
ン
プ
リ
賞
・
準
グ
ラ

ン
プ
リ
賞
の
設
定
の
他
、１０
回
ご
と
の
記
念

演
奏
会
、演
奏
会
出
演
者
の
県
内
で
の
演
奏

機
会
の
拡
大
、昨
今
は
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
長
崎
O
M
U
R
A
室
内
合
奏
団
と
の
共

演
も
企
画
さ
れ
、互
い
に
共
演
す
る
機
会
も

設
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、５０
回
以
後

に
つ
い
て
も
改
善
を
図
っ
て
い
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

■
今
後
の
課
題
と
し
て
は

１
．少
子
化
の
影
響
で
国
内
の
大
学
等
で
音

楽
関
連
の
学
科
、学
部
が
減
少
、消
滅
し
て

い
る
現
状
へ
の
対
応
策
は
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、か
な
り
の
大
学
で
学
生
確
保
の
理
由

か
ら
入
学
時
の
課
題
曲
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て

き
て
、応
募
者
の
レ
ベ
ル
格
差
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
心
配
な
こ
と
で
す
。

２
．若
い
方
々
の「
音
楽
を
学
ぶ
」と
共
に「
音

楽
か
ら
学
ぶ
」こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
各
大
学
で
の
改
革
と
工
夫

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。ま
た
行
政
面
、文

化
活
動
の
面
か
ら
見
て
、大
学
等
卒
業
後
の

活
動
の
場
の
確
保
の
重
要
さ
を
痛
感
し
ま

す
。近
年
、文
化
行
政
の
中
で
も
考
慮
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、今
後
の
更
な
る
改
革
、そ
し

て
充
実
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

３
．長
崎
県
全
体
の
文
化
向
上
の
視
点
に
立

て
ば
、目
に
見
え
る
世
界
に
拘
ら
ず
、目
に
見

え
な
い
世
界
へ
の
意
識
向
上
が
極
め
て
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、科
学
の
進
歩
向

上
の
有
難
さ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
が
、科

学
万
能
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
も
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ア
メ
リ
カ
で
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
１
８
５
５
年
に
音
楽

学
部
が
設
置
さ
れ
、他
の
学
部
の
学
生
た
ち

も
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

は「
目
に
見
え
る
世
界
だ
け
で
な
く
、目
に
見

え
な
い
世
界
の
追
究
こ
そ
が
人
類
社
会
の
発

展
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
」が
既
に
１
５
０

年
も
前
か
ら
意
識
さ
れ
、共
通
認
識
が
高

ま
っ
て
来
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

●
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
：
音
楽
で「
多
様
な
価
値
観
を
理
解

す
る
力
」を
育
む
●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
：
音
楽
で「
歴

史
を
と
ら
え
る
力
」を
学
ぶ
●
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
：
音
楽
で「
創
造
的
な
思
考
力
」を
高
め
る
●
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
：
音
楽
で「
真
理
に
迫
る
質
問
力
」を

高
め
る
●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
：
地
域

文
化
研
究
の一
環
と
し
て
●
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
ジ
ュ
リ

ア
ー
ド
音
楽
院
：
単
位
互
換
か
ら
協
同
学
位
へ

【
各
大
学
音
楽
学
部
等
の
設
立
年
】

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学（
1
8
5
5
年
）、イ
ェ
ー
ル
大
学

（
1
8
9
0
年
）、ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学（
1
8
5
7
年
）、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学（
1
9
6
1
年
）、ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学（
１
９
４
７
年
）※

（「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は

音
楽
で
人
を
育
て
る
」菅
野
恵
理
子
著
よ
り
）

４
．企
画
、運
営
に
つ
い
て

　今
後
は
、長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
が
企

画
運
営
に
責
任
を
持
つ
こ
と
は
当
然
な
が

長
崎
県
新
人
演
奏
会
推
進
委
員
会
委
員
長

松
川 

暢
男

長崎県新人演奏会は、長崎県の優れた演奏家の育成を図るとともに、本県の音楽文化の向上を目指して開催しています。
２月２２、２３日に声楽、ピアノ、管楽器、弦楽器、ギター、打楽器の６部門でオーディションを行ない、１２名の優秀賞受賞者を選
出しました。この中から、６月１８日の演奏会でグランプリを決定します。多くの皆様のご観覧をお待ちしています。

【第５０回長崎県新人演奏会】 令和５年６月１８日（日）１４：００～
■会場／とぎつカナリーホール　■入場料／一般1,000円　高校生以下無料
■出演予定者／第５０回長崎県新人演奏会オーディション優秀賞受賞者

長崎県新人演奏会 第５０回記念演奏会のお知らせ
長崎県新人演奏会が５０回を迎えることを記念するコンサートを開催します。

第５０回長崎県新人演奏会のお知らせ

・コントラバス

・ギター

・ピアノ

・ソプラノ

・テノール

・マリンバ

・トランペット

・サクソフォーン

・バスクラリネット

森 未来

ローソン 乃亜

樋口 佳祐

中武 愛佳

舩津 杏樹

田端 施那

立石 彩乃

森 雄飛

西村 和

土谷 風音代

山下 優

小野 千夏

※オーディション出演順

オーディション結果発表・講評の様子

ら
、県
民
一
人
一
人
に
浸
透
し
県
民
生
活
の
潤

い
を
高
め
る
た
め
に
は
、県
内
で
活
動
す
る

団
体
も
主
体
的
に
関
わ
り
推
進
す
る
必
要

性
も
大
き
な
課
題
で
し
ょ
う
。約
20
年
前
に

発
足
し
活
動
し
て
き
た
長
崎
県
音
楽
連
盟

が
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、推

進
委
員
会
お
よ
び
、各
音
楽
団
体
と
幅
広
く

協
議
し
、検
討
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

５
．推
進
委
員
会
に
つ
い
て

　こ
の
委
員
会
は
、少
な
く
と
も
20
数
年
前

か
ら
設
置
さ
れ
て
い
て
、現
在
の
構
成（
ホ
ー

ル
関
係
者
３
、学
識
経
験
者
１
、各
部
門
か

ら
８
、報
道
１
、長
崎
市
、長
崎
県
各
１
計

１５
）は
、よ
く
検
討
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に
幅
広
い
意
見
の

集
約
を
諮
り
、各
音
楽
団
体
の
関
わ
り
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　私
自
身
は
推
進
委
員
長
と
し
て
の
立
場

で
、応
募
者
全
員
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
時
か
ら

演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た

が
、一
人
で
も
多
く
の
推
進
委
員
の
方
々
は
時

間
の
許
す
か
ぎ
り
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
段
階

か
ら
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、よ
り
具
体

的
な
意
見
も
出
さ
れ
、協
議
が
よ
り
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

県内唯一のプロオーケストラである長崎
OMURA室内合奏団とともに、これまでの新人演
奏会出演者が次 に々登場するプログラムです。
また、新人演奏会出演者と子どもたちとのワーク
ショップ、ミニコンサートなども計画しています。
詳細は、今後当協議会のウェブサイトなどでご案
内します。お楽しみに！！

第40回記念演奏会の様子

第50回記念プレイベント
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■日時：令和５年１１月１１日（土）　■会場：アルカスSASEBO 大ホール　■入場料：一般2,000円/高校生以下無料（予定）

長
崎
県
新
人
演
奏
会
第
50
回
を
迎
え
て

　長
崎
県
新
人
演
奏
会
が
始
ま
っ
て
５０
年
目

を
迎
え
ま
す
。私
自
身
は
、こ
れ
ま
で
に
数
多

く
の
感
動
す
る
演
奏
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、そ
の
度
毎
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
中
で
改
善
さ
れ
て
き

た
主
な
事
項
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
会
場
の
変
更
、課
題
曲
の
設
定
・
改

訂
、審
査
員
の
県
外
か
ら
の
招
聘
、審
査
委

員
長
の
設
定
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
枠
の
拡
大
、

演
奏
会
場
の
拡
大
、グ
ラ
ン
プ
リ
賞
・
準
グ
ラ

ン
プ
リ
賞
の
設
定
の
他
、１０
回
ご
と
の
記
念

演
奏
会
、演
奏
会
出
演
者
の
県
内
で
の
演
奏

機
会
の
拡
大
、昨
今
は
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
長
崎
O
M
U
R
A
室
内
合
奏
団
と
の
共

演
も
企
画
さ
れ
、互
い
に
共
演
す
る
機
会
も

設
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、５０
回
以
後

に
つ
い
て
も
改
善
を
図
っ
て
い
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

■
今
後
の
課
題
と
し
て
は

１
．少
子
化
の
影
響
で
国
内
の
大
学
等
で
音

楽
関
連
の
学
科
、学
部
が
減
少
、消
滅
し
て

い
る
現
状
へ
の
対
応
策
は
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、か
な
り
の
大
学
で
学
生
確
保
の
理
由

か
ら
入
学
時
の
課
題
曲
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て

き
て
、応
募
者
の
レ
ベ
ル
格
差
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
心
配
な
こ
と
で
す
。

２
．若
い
方
々
の「
音
楽
を
学
ぶ
」と
共
に「
音

楽
か
ら
学
ぶ
」こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。こ
れ
は
各
大
学
で
の
改
革
と
工
夫

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。ま
た
行
政
面
、文

化
活
動
の
面
か
ら
見
て
、大
学
等
卒
業
後
の

活
動
の
場
の
確
保
の
重
要
さ
を
痛
感
し
ま

す
。近
年
、文
化
行
政
の
中
で
も
考
慮
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、今
後
の
更
な
る
改
革
、そ
し

て
充
実
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

３
．長
崎
県
全
体
の
文
化
向
上
の
視
点
に
立

て
ば
、目
に
見
え
る
世
界
に
拘
ら
ず
、目
に
見

え
な
い
世
界
へ
の
意
識
向
上
が
極
め
て
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、科
学
の
進
歩
向

上
の
有
難
さ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
が
、科

学
万
能
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
も
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ア
メ
リ
カ
で
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
１
８
５
５
年
に
音
楽

学
部
が
設
置
さ
れ
、他
の
学
部
の
学
生
た
ち

も
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

は「
目
に
見
え
る
世
界
だ
け
で
な
く
、目
に
見

え
な
い
世
界
の
追
究
こ
そ
が
人
類
社
会
の
発

展
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
」が
既
に
１
５
０

年
も
前
か
ら
意
識
さ
れ
、共
通
認
識
が
高

ま
っ
て
来
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

●
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
：
音
楽
で「
多
様
な
価
値
観
を
理
解

す
る
力
」を
育
む
●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
：
音
楽
で「
歴

史
を
と
ら
え
る
力
」を
学
ぶ
●
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
：
音
楽
で「
創
造
的
な
思
考
力
」を
高
め
る
●
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
：
音
楽
で「
真
理
に
迫
る
質
問
力
」を

高
め
る
●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
：
地
域

文
化
研
究
の一
環
と
し
て
●
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
ジ
ュ
リ

ア
ー
ド
音
楽
院
：
単
位
互
換
か
ら
協
同
学
位
へ

【
各
大
学
音
楽
学
部
等
の
設
立
年
】

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学（
1
8
5
5
年
）、イ
ェ
ー
ル
大
学

（
1
8
9
0
年
）、ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学（
1
8
5
7
年
）、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学（
1
9
6
1
年
）、ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学（
１
９
４
７
年
）※

（「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は

音
楽
で
人
を
育
て
る
」菅
野
恵
理
子
著
よ
り
）

４
．企
画
、運
営
に
つ
い
て

　今
後
は
、長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
が
企

画
運
営
に
責
任
を
持
つ
こ
と
は
当
然
な
が

長
崎
県
新
人
演
奏
会
推
進
委
員
会
委
員
長

松
川 

暢
男

長崎県新人演奏会は、長崎県の優れた演奏家の育成を図るとともに、本県の音楽文化の向上を目指して開催しています。
２月２２、２３日に声楽、ピアノ、管楽器、弦楽器、ギター、打楽器の６部門でオーディションを行ない、１２名の優秀賞受賞者を選
出しました。この中から、６月１８日の演奏会でグランプリを決定します。多くの皆様のご観覧をお待ちしています。

【第５０回長崎県新人演奏会】 令和５年６月１８日（日）１４：００～
■会場／とぎつカナリーホール　■入場料／一般1,000円　高校生以下無料
■出演予定者／第５０回長崎県新人演奏会オーディション優秀賞受賞者

長崎県新人演奏会 第５０回記念演奏会のお知らせ
長崎県新人演奏会が５０回を迎えることを記念するコンサートを開催します。

第５０回長崎県新人演奏会のお知らせ

・コントラバス

・ギター

・ピアノ

・ソプラノ

・テノール

・マリンバ

・トランペット

・サクソフォーン

・バスクラリネット

森 未来

ローソン 乃亜

樋口 佳祐

中武 愛佳

舩津 杏樹

田端 施那

立石 彩乃

森 雄飛

西村 和

土谷 風音代

山下 優

小野 千夏

※オーディション出演順

オーディション結果発表・講評の様子

ら
、県
民
一
人
一
人
に
浸
透
し
県
民
生
活
の
潤

い
を
高
め
る
た
め
に
は
、県
内
で
活
動
す
る

団
体
も
主
体
的
に
関
わ
り
推
進
す
る
必
要

性
も
大
き
な
課
題
で
し
ょ
う
。約
20
年
前
に

発
足
し
活
動
し
て
き
た
長
崎
県
音
楽
連
盟

が
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、推

進
委
員
会
お
よ
び
、各
音
楽
団
体
と
幅
広
く

協
議
し
、検
討
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

５
．推
進
委
員
会
に
つ
い
て

　こ
の
委
員
会
は
、少
な
く
と
も
20
数
年
前

か
ら
設
置
さ
れ
て
い
て
、現
在
の
構
成（
ホ
ー

ル
関
係
者
３
、学
識
経
験
者
１
、各
部
門
か

ら
８
、報
道
１
、長
崎
市
、長
崎
県
各
１
計

１５
）は
、よ
く
検
討
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に
幅
広
い
意
見
の

集
約
を
諮
り
、各
音
楽
団
体
の
関
わ
り
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　私
自
身
は
推
進
委
員
長
と
し
て
の
立
場

で
、応
募
者
全
員
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
時
か
ら

演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た

が
、一
人
で
も
多
く
の
推
進
委
員
の
方
々
は
時

間
の
許
す
か
ぎ
り
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
段
階

か
ら
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、よ
り
具
体

的
な
意
見
も
出
さ
れ
、協
議
が
よ
り
豊
か
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

県内唯一のプロオーケストラである長崎
OMURA室内合奏団とともに、これまでの新人演
奏会出演者が次 に々登場するプログラムです。
また、新人演奏会出演者と子どもたちとのワーク
ショップ、ミニコンサートなども計画しています。
詳細は、今後当協議会のウェブサイトなどでご案
内します。お楽しみに！！

第40回記念演奏会の様子

第50回記念プレイベント
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【
前
史
】

　島
原
文
化
連
盟
は
、昭
和
21
年
2
月
に

「
島
原
地
方
文
化
連
盟
」と
し
て
発
足
し

た
の
で
、令
和
5
年
を
以
っ
て
、人
に
例
え

れ
ば
、77
年
の
喜
寿
を
迎
え
た
こ
と
に
な

る
。県
内
で
も
早
い
設
立
と
思
う
。発
足
時

に「
島
原
地
方
文
化
連
盟
」と
称
し
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
て
、当
時
の
島
原
市
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
、島
原
半
島
、長
崎
県
全
体

に
、こ
の
種
の
文
化
団
体
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
名
付
け
た
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。ま
た
代
表
者
を「
会
長
」で
は
な
く

「
委
員
長
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、当

時
の
清
新
な
民
主
主
義
の
息
吹
を
感
じ

る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、敗
戦
直
後
の
困
難
極

ま
る
時
に
、文
化
国
家
、文
化
都
市
を
目
指

そ
う
と
し
た
先
人
の
思
い
に
驚
嘆
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　爾
来
、世
相
の
変
遷
に
従
い
、「
島
原
文

化
連
盟
」と
し
て
、活
動
を
続
け
て
い
る
。

【
年
次
行
事
】

島
原
文
化
連
盟
の
年
例
行
事
は
、概
ね
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

1
月

　新
年
会・年
祝
会

4
月

　会
員
小
研
修（
バ
ス
ハ
イ
ク
）

5
月

　宮
崎
康
平
賞
小
中
高
生

　
　
　文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

5
月

　年
次
総
会
、島
原
半
島

　
　
　文
化
団
連
絡
協
議
会

8
月

　会
員
理
事
会
研
修
会

10
月

　島
原
城
薪
能
、子
ど
も
狂
言

11
月

　島
原
市
民
文
化
祭
、

　
　
　島
原
市
美
術
展
に
協
賛

適
宜
、島
原
市
民
文
化
講
座
、会
誌「
島
原

文
化
」（
隔
年
）、会
報「
ぶ
ん
れ
ん
」（
年
2

回
）発
行

【
近
年
の
動
向
】

　近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、3
年
程
度
、

上
記
の
年
次
行
事
の
多
く
を
中
止
、代
用
、

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。例
え
ば
、5
月

に
行
う
、年
次
総
会
も
、一
堂
参
集
で
の
総

会
は
出
来
ず
、郵
送
書
面
決
議
で
代
用
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。構
成
グ
ル
ー
プ
も
同
様
で

あ
り
、総
会
議
案
の
過
年
度
事
業
報
告
、今

年
度
事
業
計
画
の
議
案
も
、凡
そ
議
案
の
体

を
な
さ
な
い
貧
弱
な
形
式
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。ま
た
、島
原
市（
主
管
島
原
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
）の
文
化
事
業
も
同

様
で
あ
り
、他
の
文
化
団
体
、県
に
お
い
て
も

同
様
で
、あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　加
之
、ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
出

来
し
、資
源
調
達
、気
候
変
動
対
策
、日
本

経
済
の
長
期
的
不
況（
メ
セ
ナ
活
動
の
低

調
化
無
関
心
化
に
直
結
す
る
）な
ど
、凡

そ
、一
島
原
文
化
連
盟
を
取
り
巻
く
環
境

と
は
全
く
ス
ケ
ー
ル
の
異
な
る
事
情
が
あ

り
、今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。日
本
の
場

合
、根
底
に
は
、少
子
高
齢
化
、生
活
の
圧

迫
感
の
増
大
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

無
い
。こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、昭
和
21
年
の

設
立
時
の
精
神
を
鑑
と
し
て
、徒
に
悲
観

視
す
る
こ
と
な
く
、出
来
る
こ
と
か
ら
実
行

に
移
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
各
グ
ル
ー
プ
の
動
き
】

　幸
い
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
消
長
か
ら
、少
し
づ

つ
年
次
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　令
和
４
年
度
総
会
は
、小
規
模
な
が
ら
、

一
堂
参
集
で
実
施
で
き
た
し
宮
崎
康
平
賞

小
中
高
生
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
も
規
模
を
縮

小
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　令
和
5
年
新
年
会
・
年
祝
会
も
、参
集

者
は
少
な
い
も
の
の
、従
前
の
形
式
で
行
う

こ
と
が
出
来
た
。

　三
年
ぶ
り
に
な
っ
た
が
、会
誌「
島
原
文

化
」も
第
17
号
宮
崎
和
子（
康
平
夫
人
）追

悼
号
と
し
て
発
刊
し
た
。

　島
原
七
万
石
を
踊
る
会
は
、島
原
市
主

催
の
愛
知
県
幸
田
町
へ
の
島
原
市
民
親
善

訪
問
団（
島
原
藩
松
平
公
の
本
貫
地
で
あ

り
、姉
妹
都
市
で
も
あ
る
）に
は
、大
挙
同

道
し
、松
平
歴
代
墓
前
で
の
鎮
魂
奉
納
踊

り
を
行
い
、親
善
の
実
を
挙
げ
た
。

　島
原
薪
能
振
興
会
で
は
、島
原
城
薪
能

の
第
40
回
の
節
目
の
能
を
挙
行
し
、1
月

に
は
文
化
庁
事
業
の
金
剛
流
お
家
元
を
お

迎
え
し
て
の
能
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
舞
台
を
実
施

し
た
。

　1
月
13
日
に
は
、会
員
小
研
修（
バ
ス
ハ

イ
ク
）と
し
て
、野
母
崎
水
仙
ま
つ
り
、恐

竜
博
物
館
を
経
て
、県
庁
の
議
会
棟
の
議

場
を
拝
見（
写
真
ご
参
照
）し
、県
政
の
心

臓
部
を
体
感
で
き
た
。

　今
後
は
、通
常
の
年
次
行
事
に
加
え
て
、

来
る
べ
き
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
貢
献
が
で
き
る
か
、長
崎
県
文
化
団

体
協
議
会
に
協
力
し
つ
つ
、努
力
を
傾
注
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

活動報告

島原
文化連盟

島原文化連盟

事務局長  平尾　明

活動報告

佐世保市民
管弦楽団

佐世保市民管弦楽団

事務局長  蓮田  睦美

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
第
五
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
舞
台
芸
術
活
動
を
行
う
団
体
と
し

て
、
以
前
に
近
い
形
で
の
活
動
に
戻
れ
る
の

は
本
当
に
喜
ば
し
い
。

　令
和
二
年
度
、
三
年
度
は
、
年
に
二
回

の
定
期
演
奏
会
を
全
て
取
り
や
め
た
。
令
和

四
年
度
は
七
月
と
一
月
に
開
催
は
し
た
が
、

七
月
に
開
催
し
た
回
は
二
年
延
期
し
た
上
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
。
管
打
楽
器
の
出
演
を

極
力
抑
え
た
弦
楽
器
中
心
の
曲
目
で
、
少

し
短
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
た
。
一
月
開
催

の
方
は
、
最
初
に
企
画
し
て
か
ら
約
三
年
、

二
度
の
延
期
を
経
て
、
よ
う
や
く
お
客
様
に

聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
長
崎
在

住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
小
國
雅
香
さ
ん

と
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
」
を
協

演
す
る
こ
と
を
含
む
企
画
だ
。

　『ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
の
融
合
』
と
言
わ

れ
る
こ
の
曲
を
、
私
達
は
過
去
に
二
度
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
演
奏
し
た
が
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
の
協
演
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
る
。
ま
た
ご
承
知
の
通
り
、
佐
世
保

は
ジ
ャ
ズ
の
街
。
小
國
さ
ん
は
佐
世
保
で
も

度
々
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
お
ら
れ
て
フ
ァ
ン
も

多
い
の
で
、
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
の
皆
様
に
も
私

達
の
演
奏
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
も
な
る
。
わ
く
わ
く
す
る
企
画
だ
。

　ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
難
易
度
の
高
い
こ
の

曲
を
吹
奏
楽
伴
奏
で
演
奏
さ
れ
て
間
も
な
い

頃
で
あ
っ
た
小
國
さ
ん
も
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
協
演
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
な
ん
て
」
と
、

と
て
も
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
、

公
演
が
二
年
も
先
延
ば
し
に
な
ろ
う
と

は
・
・
・
。

　令
和
三
年
十
二
月
。
前
年
度
は
見
送
ら

れ
た
県
障
害
者
芸
術
祭
が
、
平
戸
で
開
催

さ
れ
た
。
私
達
も
約
二
年
ぶ
り
に
フ
ル
編
成

で
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ

の
新
た
な
感
染
者
は
減
少
傾
向
、
落
ち
着

き
を
見
せ
て
お
り
、
翌
月
の
小
國
さ
ん
と
の

協
演
は
、
客
席
を
一
席
ず
つ
空
け
る
対
策
な

ど
も
必
要
な
い
か
な
、
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
の
だ
が
。

　年
が
明
け
る
と
、
感
染
が
徐
々
に
再
拡
大

し
始
め
た
。
公
演
二
週
間
前
の
最
後
の
指

揮
ト
レ
（
本
番
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
、
賛
助

出
演
者
を
迎
え
て
の
特
別
練
習
）
を
終
え

た
頃
に
は
、
こ
の
ま
ま
公
演
を
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
こ
こ
ま

で
来
て
中
止
す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
慮
っ
て

言
い
出
せ
な
い
団
員
が
少
な
か
ら
ず
い
た
よ

う
だ
。
辛
い
役
回
り
を
務
め
て
く
れ
た
の
は

団
長
。
団
長
の
要
請
で
指
揮
ト
レ
二
日
後
に

協
議
を
行
い
、
断
腸
の
思
い
で
公
演
中
止
を

決
め
た
。
完
成
間
近
ま
で
曲
を
創
り
上
げ

た
公
演
の
突
然
の
中
止
。
大
き
な
喪
失
感

を
味
わ
っ
た
。

　仲
間
と
練
習
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
二
年

間
。
一
時
期
は
公
共
施
設
の
閉
鎖
で
個
人

練
習
す
る
場
さ
え
失
っ
て
し
ま
い
、
心
が
萎

え
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
っ
た
。
合
奏
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
度
重
な
る
定
演
の
延

期
で
同
じ
曲
を
長
期
間
練
習
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
な
か
な
か
辛
い
。
そ

こ
で
私
達
は
三
週
間
に
一
度
く
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
「
お
楽
し
み
合
奏
」
を
行
っ
た
。
団
員

の
「
や
り
た
い
曲
」
を
募
り
、
合
奏
を
し

て
楽
し
む
の
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
練
習
し
て

曲
を
仕
上
げ
る
訳
で
は
な
い
が
、
仲
間
と
の

合
奏
は
、
や
は
り
幸
せ
な
時
間
で
あ
る
。

　そ
し
て
こ
の
二
年
間
、
お
客
様
方
は
私
達

の
演
奏
を
待
ち
続
け
て
下
さ
っ
た
。
二
年
半

振
り
の
定
演
の
折
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
ま
た

生
演
奏
が
聴
け
て
嬉
し
い
、
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
温
か
い
お
言
葉
が
、

な
ん
と
多
か
っ
た
こ
と
か
。

　音
楽
に
限
ら
ず
、
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

は
大
き
な
力
、
感
動
が
あ
る
。
鑑
賞
す
る

方
も
、
演
じ
る
方
も
で
あ
る
。
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
幸
せ

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。
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戦
争
も
出

来
し
、資
源
調
達
、気
候
変
動
対
策
、日
本

経
済
の
長
期
的
不
況（
メ
セ
ナ
活
動
の
低

調
化
無
関
心
化
に
直
結
す
る
）な
ど
、凡

そ
、一
島
原
文
化
連
盟
を
取
り
巻
く
環
境

と
は
全
く
ス
ケ
ー
ル
の
異
な
る
事
情
が
あ

り
、今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。日
本
の
場

合
、根
底
に
は
、少
子
高
齢
化
、生
活
の
圧

迫
感
の
増
大
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

無
い
。こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、昭
和
21
年
の

設
立
時
の
精
神
を
鑑
と
し
て
、徒
に
悲
観

視
す
る
こ
と
な
く
、出
来
る
こ
と
か
ら
実
行

に
移
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
各
グ
ル
ー
プ
の
動
き
】

　幸
い
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
消
長
か
ら
、少
し
づ

つ
年
次
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　令
和
４
年
度
総
会
は
、小
規
模
な
が
ら
、

一
堂
参
集
で
実
施
で
き
た
し
宮
崎
康
平
賞

小
中
高
生
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
も
規
模
を
縮

小
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　令
和
5
年
新
年
会
・
年
祝
会
も
、参
集

者
は
少
な
い
も
の
の
、従
前
の
形
式
で
行
う

こ
と
が
出
来
た
。

　三
年
ぶ
り
に
な
っ
た
が
、会
誌「
島
原
文

化
」も
第
17
号
宮
崎
和
子（
康
平
夫
人
）追

悼
号
と
し
て
発
刊
し
た
。

　島
原
七
万
石
を
踊
る
会
は
、島
原
市
主

催
の
愛
知
県
幸
田
町
へ
の
島
原
市
民
親
善

訪
問
団（
島
原
藩
松
平
公
の
本
貫
地
で
あ

り
、姉
妹
都
市
で
も
あ
る
）に
は
、大
挙
同

道
し
、松
平
歴
代
墓
前
で
の
鎮
魂
奉
納
踊

り
を
行
い
、親
善
の
実
を
挙
げ
た
。

　島
原
薪
能
振
興
会
で
は
、島
原
城
薪
能

の
第
40
回
の
節
目
の
能
を
挙
行
し
、1
月

に
は
文
化
庁
事
業
の
金
剛
流
お
家
元
を
お

迎
え
し
て
の
能
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
舞
台
を
実
施

し
た
。

　1
月
13
日
に
は
、会
員
小
研
修（
バ
ス
ハ

イ
ク
）と
し
て
、野
母
崎
水
仙
ま
つ
り
、恐

竜
博
物
館
を
経
て
、県
庁
の
議
会
棟
の
議

場
を
拝
見（
写
真
ご
参
照
）し
、県
政
の
心

臓
部
を
体
感
で
き
た
。

　今
後
は
、通
常
の
年
次
行
事
に
加
え
て
、

来
る
べ
き
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
貢
献
が
で
き
る
か
、長
崎
県
文
化
団

体
協
議
会
に
協
力
し
つ
つ
、努
力
を
傾
注
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

活動報告

島原
文化連盟

島原文化連盟

事務局長  平尾　明

活動報告

佐世保市民
管弦楽団

佐世保市民管弦楽団

事務局長  蓮田  睦美

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
第
五
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
舞
台
芸
術
活
動
を
行
う
団
体
と
し

て
、
以
前
に
近
い
形
で
の
活
動
に
戻
れ
る
の

は
本
当
に
喜
ば
し
い
。

　令
和
二
年
度
、
三
年
度
は
、
年
に
二
回

の
定
期
演
奏
会
を
全
て
取
り
や
め
た
。
令
和

四
年
度
は
七
月
と
一
月
に
開
催
は
し
た
が
、

七
月
に
開
催
し
た
回
は
二
年
延
期
し
た
上
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
。
管
打
楽
器
の
出
演
を

極
力
抑
え
た
弦
楽
器
中
心
の
曲
目
で
、
少

し
短
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
た
。
一
月
開
催

の
方
は
、
最
初
に
企
画
し
て
か
ら
約
三
年
、

二
度
の
延
期
を
経
て
、
よ
う
や
く
お
客
様
に

聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
長
崎
在

住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
小
國
雅
香
さ
ん

と
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
」
を
協

演
す
る
こ
と
を
含
む
企
画
だ
。

　『ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
の
融
合
』
と
言
わ

れ
る
こ
の
曲
を
、
私
達
は
過
去
に
二
度
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
演
奏
し
た
が
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
の
協
演
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
る
。
ま
た
ご
承
知
の
通
り
、
佐
世
保

は
ジ
ャ
ズ
の
街
。
小
國
さ
ん
は
佐
世
保
で
も

度
々
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
お
ら
れ
て
フ
ァ
ン
も

多
い
の
で
、
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
の
皆
様
に
も
私

達
の
演
奏
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
も
な
る
。
わ
く
わ
く
す
る
企
画
だ
。

　ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
難
易
度
の
高
い
こ
の

曲
を
吹
奏
楽
伴
奏
で
演
奏
さ
れ
て
間
も
な
い

頃
で
あ
っ
た
小
國
さ
ん
も
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
協
演
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
な
ん
て
」
と
、

と
て
も
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
、

公
演
が
二
年
も
先
延
ば
し
に
な
ろ
う
と

は
・
・
・
。

　令
和
三
年
十
二
月
。
前
年
度
は
見
送
ら

れ
た
県
障
害
者
芸
術
祭
が
、
平
戸
で
開
催

さ
れ
た
。
私
達
も
約
二
年
ぶ
り
に
フ
ル
編
成

で
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ

の
新
た
な
感
染
者
は
減
少
傾
向
、
落
ち
着

き
を
見
せ
て
お
り
、
翌
月
の
小
國
さ
ん
と
の

協
演
は
、
客
席
を
一
席
ず
つ
空
け
る
対
策
な

ど
も
必
要
な
い
か
な
、
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
の
だ
が
。

　年
が
明
け
る
と
、
感
染
が
徐
々
に
再
拡
大

し
始
め
た
。
公
演
二
週
間
前
の
最
後
の
指

揮
ト
レ
（
本
番
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
、
賛
助

出
演
者
を
迎
え
て
の
特
別
練
習
）
を
終
え

た
頃
に
は
、
こ
の
ま
ま
公
演
を
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
こ
こ
ま

で
来
て
中
止
す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
慮
っ
て

言
い
出
せ
な
い
団
員
が
少
な
か
ら
ず
い
た
よ

う
だ
。
辛
い
役
回
り
を
務
め
て
く
れ
た
の
は

団
長
。
団
長
の
要
請
で
指
揮
ト
レ
二
日
後
に

協
議
を
行
い
、
断
腸
の
思
い
で
公
演
中
止
を

決
め
た
。
完
成
間
近
ま
で
曲
を
創
り
上
げ

た
公
演
の
突
然
の
中
止
。
大
き
な
喪
失
感

を
味
わ
っ
た
。

　仲
間
と
練
習
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
二
年

間
。
一
時
期
は
公
共
施
設
の
閉
鎖
で
個
人

練
習
す
る
場
さ
え
失
っ
て
し
ま
い
、
心
が
萎

え
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
っ
た
。
合
奏
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
度
重
な
る
定
演
の
延

期
で
同
じ
曲
を
長
期
間
練
習
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
な
か
な
か
辛
い
。
そ

こ
で
私
達
は
三
週
間
に
一
度
く
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
「
お
楽
し
み
合
奏
」
を
行
っ
た
。
団
員

の
「
や
り
た
い
曲
」
を
募
り
、
合
奏
を
し

て
楽
し
む
の
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
練
習
し
て

曲
を
仕
上
げ
る
訳
で
は
な
い
が
、
仲
間
と
の

合
奏
は
、
や
は
り
幸
せ
な
時
間
で
あ
る
。

　そ
し
て
こ
の
二
年
間
、
お
客
様
方
は
私
達

の
演
奏
を
待
ち
続
け
て
下
さ
っ
た
。
二
年
半

振
り
の
定
演
の
折
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
ま
た

生
演
奏
が
聴
け
て
嬉
し
い
、
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
温
か
い
お
言
葉
が
、

な
ん
と
多
か
っ
た
こ
と
か
。

　音
楽
に
限
ら
ず
、
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

は
大
き
な
力
、
感
動
が
あ
る
。
鑑
賞
す
る

方
も
、
演
じ
る
方
も
で
あ
る
。
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
幸
せ

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。
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長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展
は
、
昭
和
5７
年
度
長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会

創
設
２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
洋
画
と
書
の
２
部
門
か
ら
な
る
「
長
崎
県

現
代
作
家
美
術
展
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
部
門
を
増
や
し
、
平

成
１７
年
度
か
ら
「
長
崎
県
委
嘱
作
家
美
術
展
」、
平
成
２３
年
度
よ
り
「
長
崎

県
選
抜
作
家
美
術
展
」
と
改
称
し
今
回
で
１８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
本
県
を
代
表
す
る
優
れ
た
作
家
の
作
品
を一堂
に
展
示
す
る
県
内
最
高
峰
の

美
術
展
で
あ
り
、
平
成
１７
年
の
長
崎
県
美
術
館
開
館
を
機
に
県
内
最
大
の
公

募
展
で
あ
る
県
展
と
連
携
し
、本
県
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
長
崎
会
場
で
は
3
年
ぶ
り
に
開
場
式
が
開
催
さ
れ
、
長
崎
・
佐
世
保
両
会

場
合
わ
せ
て
約
2,
6
0
0
名
の
皆
様
に
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
か
な
感

性
と
創
造
性
に
溢
れ
た
魅
力
あ
る
作
品
を
通
し
て
、
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

ご
堪
能
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
展
覧
会
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【会場・日程】 ◎長崎会場：長崎県美術館　県民ギャラリー〔期間〕令和５年１月７日（土）～１５日（日）
                  ◎佐世保会場：佐世保市博物館島瀬美術センター〔期間〕令和５年１月２５日（水）～２９日（日）
【主催】長崎県、長崎県文化団体協議会、長崎県美術協会
【部門】洋画、書、工芸、日本画、彫刻の５部門
【展示作品数】長崎会場１９３点、佐世保会場１００点
【観覧者数】長崎会場２，０８４名、佐世保会場４９４名

第
18
回 

長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展

　

　　長崎県
地域文化章
第37回

　県では、県内各地において地道な文化活動を続け、地域文化の向上と
発展に貢献している個人及び団体に対し長崎県地域文化章を贈り、その
活動と業績を顕彰しています。
　第37回は、松尾　法道氏（長崎市）、菊雅楽　孝子氏（佐世保市）、
対馬日韓交流写真協会（対馬市）の１団体、２個人が受章しました。

 

1
9
9
8
年
、
壱
岐
対
馬
国
定
公
園
30
周
年

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
対
馬
2
町(

厳
原

町
・
上
対
馬
町)

で
第
1
回
日
韓
交
流
写
真
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
韓
国
写
真
作

家
協
会
釜
山
支
会
の
会
長
・
副
会
長
様
お
二
人

を
対
馬
に
招
待
し
、
当
時
の
長
崎
県
出
納
長
様

等
に
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
対
馬
か
ら
帰
国
さ
れ
た
韓
国
写
真
家

協
会
釜
山
支
会
か
ら
、
来
年
は
釜
山
で
こ
の
交

流
展
を
開
催
し
た
い
旨
の
連
絡
が
届
き
、
翌

1
9
9
9
年
隣
国
釜
山
広
域
市
で
第
2
回
交
流

写
真
展
が
開
催
さ
れ
、
私
達
は
大
感
激
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
四
半
世
紀
、
国
境
を
越
え
た

民
間
草
の
根
交
流
写
真
展
が
始
ま
り
、
毎
年
交

互
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
か
ら
は
対
馬
・
韓
国
の
み
な
ら

ず
、
中
国
・
米
国
の
4
か
国
開
催
に
発
展
し
、

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
四
か
国
国
際
写
真
交

流
展(

対
馬
日
韓
交
流
写
真
協
会
・
釜
山
国
際

写
真
交
流
協
会
・
米
国LA

写
真
作
家
協
会
・

中
国
青
島
写
真
作
家
協
会)

に
会
員
3
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
韓
国
側
の
日
韓
交
流
写
真
展
の
創
始
者
で
あ

り
、
現
在
の
交
流
写
真
展
に
導
い
て
頂
い
た
朴

河
源
初
代
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
は
、
私

と
仁
位
顧
問
が
韓
国
の
法
要
に
参
列
し
ま
し

た
。
ま
た
、
当
協
会
の
副
会
長
が
釜
山
で
の
合

同
撮
影
会
中
に
急
逝
し
た
折
に
は
、
在
釜
山
日

本
国
総
領
事
館
・
対
馬
釜
山
事
務
所
の
職
員
の

皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
教
科
書
問
題
、
竹
島
問
題
、
従
軍
慰
安
婦
問

題
等
日
韓
関
係
の
悪
化
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
民
間
交
流
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
『
日
韓

交
流
は
対
馬
か
ら
〜
新
時
代
の
日
韓
の
虹
の
架

け
橋
を
め
ざ
し
て
〜
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎

年
、
対
馬
と
韓
国
交
互
に
合
同
撮
影
会
と
草
の

根
交
流
写
真
展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

成
果
の
一
つ
と
し
て
、
長
崎
県
展
・
中
央
展
な

ど
に
お
い
て
、
２
回
の
長
崎
県
知
事
賞
・
県
教

育
委
員
会
賞
等
、
多
数
入
賞
・
入
選
し
ま
し

た
。
私
も
県
勤
労
者
美
術
展
で
労
働
大
臣
賞
・

県
展
審
査
員
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
の

仁
位
顧
問
も
韓
国
外
務
大
臣
賞
・
県
民
表
彰
等

を
受
賞
。
ま
た
、
継
続
し
た
国
際
文
化
交
流
に

よ
り
、
長
崎
県
地
域
文
化
章
を
受
章
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
両
国
の
写
真
交
流
協
会
の
会

員
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
り
も
の
と
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
韓
国
大
統
領
の
４
年
ぶ
り
の
来

日
、
徴
用
工
問
題
で
の
新
し
い
光
が
見
え
始
め

ま
し
た
が
、
何
か
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
日

韓
関
係
。
私
た
ち
は
未
来
志
向
で
写
真
を
通
し

て
対
馬
と
隣
国
韓
国
と
の
友
好
交
流
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
一
度
た
り
と
も
不
快
な
思
い
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
楽
し
さ
い

っ
ぱ
い
の
家
族
ぐ
る
み
の
日
韓
交
流
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
対
馬
の
自
然
・
文
化
等
を
写

真
で
国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

対
馬
日
韓
交
流
写
真
協
会

会
長
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英 

之

日
韓
交
流
は
対
馬
か
ら

〜
新
時
代
の
日
韓
の

　虹
の
架
け
橋
を
め
ざ
し
て
〜

以前は市町等の推薦のみでしたが、第36回からは、地域資源の更なる掘り起こしを進めていくため、自薦も
含め、広く候補者を募集しています。（文団協加盟団体からの推薦も可能です。）募集は例年11月頃です。

（洋画）「第二楽章」柏本龍太

（彫刻）「静穏」嶋谷悦子

（日本画）「風景」田﨑観洲(工芸）「蒼爽」石添石秀

(書）「李夢陽詩」江副景舟
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長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展
は
、
昭
和
5７
年
度
長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会

創
設
２０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
洋
画
と
書
の
２
部
門
か
ら
な
る
「
長
崎
県

現
代
作
家
美
術
展
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
部
門
を
増
や
し
、
平

成
１７
年
度
か
ら
「
長
崎
県
委
嘱
作
家
美
術
展
」、
平
成
２３
年
度
よ
り
「
長
崎

県
選
抜
作
家
美
術
展
」
と
改
称
し
今
回
で
１８
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
本
県
を
代
表
す
る
優
れ
た
作
家
の
作
品
を一堂
に
展
示
す
る
県
内
最
高
峰
の

美
術
展
で
あ
り
、
平
成
１７
年
の
長
崎
県
美
術
館
開
館
を
機
に
県
内
最
大
の
公

募
展
で
あ
る
県
展
と
連
携
し
、本
県
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
長
崎
会
場
で
は
3
年
ぶ
り
に
開
場
式
が
開
催
さ
れ
、
長
崎
・
佐
世
保
両
会

場
合
わ
せ
て
約
2,
6
0
0
名
の
皆
様
に
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
か
な
感

性
と
創
造
性
に
溢
れ
た
魅
力
あ
る
作
品
を
通
し
て
、
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

ご
堪
能
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
展
覧
会
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【会場・日程】 ◎長崎会場：長崎県美術館　県民ギャラリー〔期間〕令和５年１月７日（土）～１５日（日）
                  ◎佐世保会場：佐世保市博物館島瀬美術センター〔期間〕令和５年１月２５日（水）～２９日（日）
【主催】長崎県、長崎県文化団体協議会、長崎県美術協会
【部門】洋画、書、工芸、日本画、彫刻の５部門
【展示作品数】長崎会場１９３点、佐世保会場１００点
【観覧者数】長崎会場２，０８４名、佐世保会場４９４名

第
18
回 

長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展

　

　　長崎県
地域文化章
第37回

　県では、県内各地において地道な文化活動を続け、地域文化の向上と
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活動と業績を顕彰しています。
　第37回は、松尾　法道氏（長崎市）、菊雅楽　孝子氏（佐世保市）、
対馬日韓交流写真協会（対馬市）の１団体、２個人が受章しました。

 

1
9
9
8
年
、
壱
岐
対
馬
国
定
公
園
30
周
年

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
対
馬
2
町(

厳
原

町
・
上
対
馬
町)
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第
1
回
日
韓
交
流
写
真
展
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開
催
し
ま
し
た
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開
会
式
に
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韓
国
写
真
作

家
協
会
釜
山
支
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会
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副
会
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お
二
人

を
対
馬
に
招
待
し
、
当
時
の
長
崎
県
出
納
長
様

等
に
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
対
馬
か
ら
帰
国
さ
れ
た
韓
国
写
真
家

協
会
釜
山
支
会
か
ら
、
来
年
は
釜
山
で
こ
の
交

流
展
を
開
催
し
た
い
旨
の
連
絡
が
届
き
、
翌

1
9
9
9
年
隣
国
釜
山
広
域
市
で
第
2
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交
流
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開
催
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私
達
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激
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半
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紀
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国
境
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越
え
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民
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草
の
根
交
流
写
真
展
が
始
ま
り
、
毎
年
交

互
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
か
ら
は
対
馬
・
韓
国
の
み
な
ら

ず
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米
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4
か
国
開
催
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展
し
、

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
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四
か
国
国
際
写
真
交

流
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対
馬
日
韓
交
流
写
真
協
会
・
釜
山
国
際

写
真
交
流
協
会
・
米
国LA

写
真
作
家
協
会
・

中
国
青
島
写
真
作
家
協
会)

に
会
員
3
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
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仁
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で
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同
撮
影
会
中
に
急
逝
し
た
折
に
は
、
在
釜
山
日

本
国
総
領
事
館
・
対
馬
釜
山
事
務
所
の
職
員
の

皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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竹
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題
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従
軍
慰
安
婦
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化
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も
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交
流
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ル
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お
い
て
は
、
『
日
韓

交
流
は
対
馬
か
ら
〜
新
時
代
の
日
韓
の
虹
の
架

け
橋
を
め
ざ
し
て
〜
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催
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・
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仁
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大
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受
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。
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際
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に

よ
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、
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域
文
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を
受
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し
ま
し
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れ
も
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に
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交
流
協
会
の
会
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の
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力
の
賜
り
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の
と
し
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感
謝
申
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上
げ
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す
。
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の
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好
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が
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思
い
を
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。
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。
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交
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以前は市町等の推薦のみでしたが、第36回からは、地域資源の更なる掘り起こしを進めていくため、自薦も
含め、広く候補者を募集しています。（文団協加盟団体からの推薦も可能です。）募集は例年11月頃です。

（洋画）「第二楽章」柏本龍太

（彫刻）「静穏」嶋谷悦子

（日本画）「風景」田﨑観洲(工芸）「蒼爽」石添石秀

(書）「李夢陽詩」江副景舟
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紀の国わかやま文化祭2021「小倉百人一首競技かるた全国大会」 長崎県チームも出場しました

　令和 7 年度に長崎県で開催が予定されている「国
民文化祭、全国障害者芸術・文化祭」について、長
崎県では令和 4 年 11 月に県実行委員会を設立し、
県内全市町をはじめ幅広い分野の関係団体の出席の
もと、基本構想案のほか事業計画などについて承認
されました。関係団体と一体となり、本県の特色を
活かした両文化祭の開催に向けて、本格的な準備を
進めてまいります。
　また、両文化祭を象徴し、長崎県らしさあふれる「統
一名称（愛称）」と「キャッチフレーズ」を令和 4 年
12月5日から令和5年1月31日まで募集したところ、
県内外からたくさんの応募をいただきました。令和 5
年 5 月に公表を予定しており、これから統一名称等
を広く活用し、両文化祭を周知してまいります。
　今年度は、沖縄県で「文化芸術の花　咲いわたり」

をキャッチフレーズに、「美ら島おきなわ文化祭
2022」が令和4年 10月 22日から11月 27日まで
の 37 日間にわたって開催されました。県内各地で
ワークショップや音楽・舞踊・演劇など、さまざま
なイベントが開催され、参加された方にとって多様
な文化芸術に触れる機会となり、国内外に向けて沖
縄の文化芸術の多彩な花を咲かせました。
　次は石川県で、「文化絢爛（ぶんかけんらん）」を
キャッチフレーズに「いしかわ百万石文化祭 2023」
が令和 5 年 10 月 14 日から 11 月 26 日までの 44
日間で開催予定です。
　今後も皆様方と一緒に県内各地域の文化資源の魅
力向上や情報発信などを行い、両文化祭の開催準備
を進めてまいりますので、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。

長崎県からのお知らせ長崎県からのお知らせ

令和７年度の国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭に向けて

               

ラモン・カザス
《「アニス・デル・モノ」のポスター》
1898年、
カラー・リトグラフ、国立西洋美術館

2023年 4月 8日（土）～ 6月 11日（日）
スペインのイメージ 版画を通じて写し伝わるすがた

17世紀初頭から20世紀後半までのスペインに関わる版画制作の史的展開を、
200点を超える作品から概観。ゴヤやピカソ、ミロ、ダリら巨匠たちの系
譜を辿りつつ、それらの影響下に英仏で制作された作品も紹介します。

光ミュージアム所蔵  
美を競う肉筆浮世絵の世界

隙あらば猫 町田尚子絵本原画展

シーボルト来日200周年記念 
大シーボルト展

知の大冒険 -東洋文庫 名品の煌めき-

………………………………

………………

……………………

…………

2023 年度企画展ラインナップ

長崎歴史文化博物館は、江戸時代から近代にかけての海外交流に関する資料を扱う博物館
です。ここはかつて「長崎奉行所」があった場所で、敷地内にはその一部が復元されています。
企画展示室では、当館ならではの企画展や全国巡回展など、多彩な展覧会を開催します。

所在地 ／〒850-0007長崎市立山1-1-1
電　話 ／095-818-8366
公式HP／http://www.nmhc.jp/
休館日 ／毎月第１・３月曜日
開館時間／［4月～11月］8:30～19:00
　　　　　［12月～3月］8:30～18:00
　　　　　 ※最終入館30分前迄　

アルカスSASEBOでは、小さなお子さま連れの方にも快くホ
ールをご利用いただきたいとの想いから、佐世保市では2例目
となるベビーケアルーム「mamaro（ママロ）」を館内に設置
しました。授乳やおむつ替えの他、寝かしつけをしたり離乳食
を与えたりと様々な用途にご利用いただけ、完全個室であるこ
とからママ（女性）だけでなくパパ（男性）も気兼ねなく使え
る点も大きな特徴です。室内は中から鍵をかけられる仕様です
が、万が一お子さまが誤って入室してしまっても一定の時間を
過ぎると事務所に連絡が届く、安全性のある仕組みになってい
ます。1階のエントランスに設置していますので、ご来館時は
もちろん、いつでも気軽に安心してご利用いただけます。
その他にも、聴覚障がいの方のための筆談器具、外国人の方の
ための指差し英会話表の設置など、年齢や国籍、障害の有無に

関係なく、誰もがホールをご利用いただける環境を整えています。
アルカスSASEBOは公共ホールとして、常に市民・県民のみ
なさまへ開かれたホールを目指しています。今回の「mamaro」
の設置のように、みなさまのニーズに寄り添った取り組みをこ
れからも行ってまいりますので、どうぞ安心してご来館・ご利
用ください。

すべての人に開かれたホールを目指して

 6 月11日（日）

 8 月27日（日）

11月12日（日）

 1 月28日（日）

 4 月22日（土）～
 
 7 月15日（土）～

 9 月30日（土）～

12月16日（土）～ 
   

………………

………………

………………

…………………………………………

……………………

その他の 2023 年度企画展スケジュール
9月 3 日（日）

9月 3 日（日）

1月 8 日（月・祝）

3月10日（日）

5月12日（日）

   

 7 月 1 日 （土） ～

 8 月11日（金・祝）～

10月14日 （土） ～

 1 月19日 （金） ～

 3 月22日 （金） ～

   

2024年

2024年

2024年

2024年

閉会式（開会式）　美ら島おきなわ文化祭の様子

県実行員会総会 愛称・キャッチフレーズ募集ポスター画像

イッタラ展 フィンランドガラスのきらめき

トムとジェリー カートゥーン・カーニバル

浪漫の光芒 -永見徳太郎と長崎の近代

さくらももこ展

吉村芳生展 -超絶技巧を超えて-

所在地｜
〒850-0862 長崎市出島町２番１号
TEL｜095-833-2110
休館日｜第2・4月曜日（祝日の場合は翌日）
開館時間｜10：00～20：00
（展示室への最終入場は閉館30分前まで）
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もと、基本構想案のほか事業計画などについて承認
されました。関係団体と一体となり、本県の特色を
活かした両文化祭の開催に向けて、本格的な準備を
進めてまいります。
　また、両文化祭を象徴し、長崎県らしさあふれる「統
一名称（愛称）」と「キャッチフレーズ」を令和 4 年
12月5日から令和5年1月31日まで募集したところ、
県内外からたくさんの応募をいただきました。令和 5
年 5 月に公表を予定しており、これから統一名称等
を広く活用し、両文化祭を周知してまいります。
　今年度は、沖縄県で「文化芸術の花　咲いわたり」

をキャッチフレーズに、「美ら島おきなわ文化祭
2022」が令和4年 10月 22日から11月 27日まで
の 37 日間にわたって開催されました。県内各地で
ワークショップや音楽・舞踊・演劇など、さまざま
なイベントが開催され、参加された方にとって多様
な文化芸術に触れる機会となり、国内外に向けて沖
縄の文化芸術の多彩な花を咲かせました。
　次は石川県で、「文化絢爛（ぶんかけんらん）」を
キャッチフレーズに「いしかわ百万石文化祭 2023」
が令和 5 年 10 月 14 日から 11 月 26 日までの 44
日間で開催予定です。
　今後も皆様方と一緒に県内各地域の文化資源の魅
力向上や情報発信などを行い、両文化祭の開催準備
を進めてまいりますので、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。
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令和７年度の国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭に向けて
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2023年 4月 8日（土）～ 6月 11日（日）
スペインのイメージ 版画を通じて写し伝わるすがた

17世紀初頭から20世紀後半までのスペインに関わる版画制作の史的展開を、
200点を超える作品から概観。ゴヤやピカソ、ミロ、ダリら巨匠たちの系
譜を辿りつつ、それらの影響下に英仏で制作された作品も紹介します。
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2023 年度企画展ラインナップ

長崎歴史文化博物館は、江戸時代から近代にかけての海外交流に関する資料を扱う博物館
です。ここはかつて「長崎奉行所」があった場所で、敷地内にはその一部が復元されています。
企画展示室では、当館ならではの企画展や全国巡回展など、多彩な展覧会を開催します。

所在地 ／〒850-0007長崎市立山1-1-1
電　話 ／095-818-8366
公式HP／http://www.nmhc.jp/
休館日 ／毎月第１・３月曜日
開館時間／［4月～11月］8:30～19:00
　　　　　［12月～3月］8:30～18:00
　　　　　 ※最終入館30分前迄　

アルカスSASEBOでは、小さなお子さま連れの方にも快くホ
ールをご利用いただきたいとの想いから、佐世保市では2例目
となるベビーケアルーム「mamaro（ママロ）」を館内に設置
しました。授乳やおむつ替えの他、寝かしつけをしたり離乳食
を与えたりと様々な用途にご利用いただけ、完全個室であるこ
とからママ（女性）だけでなくパパ（男性）も気兼ねなく使え
る点も大きな特徴です。室内は中から鍵をかけられる仕様です
が、万が一お子さまが誤って入室してしまっても一定の時間を
過ぎると事務所に連絡が届く、安全性のある仕組みになってい
ます。1階のエントランスに設置していますので、ご来館時は
もちろん、いつでも気軽に安心してご利用いただけます。
その他にも、聴覚障がいの方のための筆談器具、外国人の方の
ための指差し英会話表の設置など、年齢や国籍、障害の有無に

関係なく、誰もがホールをご利用いただける環境を整えています。
アルカスSASEBOは公共ホールとして、常に市民・県民のみ
なさまへ開かれたホールを目指しています。今回の「mamaro」
の設置のように、みなさまのニーズに寄り添った取り組みをこ
れからも行ってまいりますので、どうぞ安心してご来館・ご利
用ください。

すべての人に開かれたホールを目指して
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その他の 2023 年度企画展スケジュール
9月 3 日（日）

9月 3 日（日）

1月 8 日（月・祝）

3月10日（日）

5月12日（日）

   

 7 月 1 日 （土） ～

 8 月11日（金・祝）～

10月14日 （土） ～

 1 月19日 （金） ～

 3 月22日 （金） ～

   

2024年

2024年

2024年

2024年

閉会式（開会式）　美ら島おきなわ文化祭の様子

県実行員会総会 愛称・キャッチフレーズ募集ポスター画像

イッタラ展 フィンランドガラスのきらめき

トムとジェリー カートゥーン・カーニバル

浪漫の光芒 -永見徳太郎と長崎の近代

さくらももこ展

吉村芳生展 -超絶技巧を超えて-

所在地｜
〒850-0862 長崎市出島町２番１号
TEL｜095-833-2110
休館日｜第2・4月曜日（祝日の場合は翌日）
開館時間｜10：00～20：00
（展示室への最終入場は閉館30分前まで）
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会長あいさつ

長崎県新人演奏会第５０回記念プレイベント「輝ける星たちとNOCE室内楽コンサート」
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長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら

地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
の
推
進
役
と
し
て
、ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、「
長
崎
県
新

人
演
奏
会
」及
び「
長
崎
県
選
抜
作
家
美
術
展
」な
ど
の
活
動
や

多
彩
な
文
化
事
業
へ
の
助
成
を
通
し
て
、本
県
の
文
化
振
興
や
人

材
育
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆

様
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
７
年
度
に
は
、全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る

「
国
民
文
化
祭
、全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」が
本
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。昨
年
11
月
に
は
県
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、基
本
構
想

や
事
業
計
画
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
文
化
や
芸
術
は
、新
た
な
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
、豊
か
な
人

間
性
と
自
由
な
発
想
力
を
持
つ
人
材
を
育
て
、地
域
活
性
化
の
原

動
力
と
な
る
も
の
で
す
。

　
両
文
化
祭
の
開
催
に
向
け
、会
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、地

域
の
文
化
資
源
の
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
図
り
、情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、関
係
市
町
や
各
芸
術
文
化
団
体
と
も
連
携
を
深

め
、本
県
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
展
の
た
め
に
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。両
文
化
祭
を
契
機
に
、加
盟
団
体
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、今
後
も
皆
様
が
よ
り
一
層
活
躍
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
格

別
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長あいさつ １
《寄稿》国民文化祭に向けて「新たな一歩」を踏み出すために ２
令和４年度活動報告 ３
《寄稿》長崎県新人演奏会第５０回を迎えて ４
長崎県新人演奏会・第５０回記念事業 ５

加盟団体活動報告 ６
第１８回長崎県選抜作家美術展 ８
第３７回長崎県地域文化章 ９
長崎県からのお知らせ 10
《寄稿》ルネサンス １２
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　今年は春の訪れが早いよう
で、桜の季節も終盤かもしれま
せん。ようやくコロナ禍も明け

つつあり、文化活動も「以前のように」が戻り始めてい
ます。とはいえ、前と全く同じではなく、この３年間を経
験したからこそ、新しいものがみえるようになりました。

当協議会も新たなステージを目指します。加盟各団体の
皆様としっかり情報交換をしていきたいので、ご意見・
ご要望は自由にお寄せください。イベントの周知依頼や
「文協」に載せたい記事も大歓迎です。これからも皆様
のニーズにあわせた事業が推進できるよう工夫を重ねて
まいります。（Ｔ）

ル
ネ
サ
ン
ス

編 集 後 記

　「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
う
も
の
を
、

女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。」

　
よ
く
知
ら
れ
た
『
土
佐
日
記
』
の
冒
頭

で
す
。
紀
貫
之
は
自
ら
を
女
に
擬
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
日
記
は
男
が
書
い
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
漢
文
で
。
女
も

書
い
て
み
る
よ
と
い
う
の
は
、
平
仮
名
（
女

手
）
で
書
き
ま
す
よ
、と
い
う
宣
言
で
す
。

日
本
最
初
の
平
仮
名
表
記
の
文
学
は
『
古

今
集
』
で
す
。『
古
今
集
』
の
撰
者
で
あ
っ

た
紀
貫
之
は
、
平
仮
名
表
記
の
自
在
さ
を

感
得
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
散
文
に

ま
で
利
用
し
た
の
で
す
。
あ
た
か
も
女
の

ふ
り
を
し
て
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
は
、
十

四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
、
ギ
リ
シ
ア
・ロ
ー

マ
古
典
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
人
間
中
心
の

新
し
い
文
学
運
動
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
な

に
よ
り
も
そ
の
根
本
は
、
ラ
テ
ン
語
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
書
か
れ
た

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ダ
ン
テ
は
イ

タ
リ
ア
語
で
、
チ
ョ
ー
サ
ー
は
英
語
で
、
ラ

ブ
レ
ー
や
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
き

ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
再
生
を
意
味

し
ま
す
が
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
を

滋
養
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
学
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
再
生
を
超

え
て
、
自
国
文
学
の
創
生
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　
紀
貫
之
が
先
鞭
を
つ
け
た
仮
名
文
学

は
、
や
が
て
清
少
納
言
、
紫
式
部
な
ど
女

流
文
学
者
に
受
け
継
が
れ
、
世
界
に
冠
た

る
平
安
朝
文
学
に
花
開
き
ま
し
た
。
漢
文

で
は
な
く
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
学
。

こ
れ
こ
そ
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
で
す
。
む
し
ろ

言
う
な
ら
、
国
文
学
の
創
生
で
す
。
し
か

も
『
源
氏
物
語
』
は
十
一
世
紀
初
め
に
は

成
立
し
て
い
ま
す
。
早
い
か
遅
い
か
を
競
っ

て
も
無
意
味
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も

三
世
紀
も
先
ん
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
日
本
人
は
長
い
間
中
国
古
典
で

自
ら
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、
文
明
化
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
歴
史
の
見
方
、
政
治

の
や
り
方
、物
事
の
考
え
方
、恋
の
表
現
。

仏
教
伝
来
か
ら
『
土
佐
日
記
』
ま
で
四
〇

〇
年
で
す
。
そ
の
教
養
に
十
分
浸
さ
れ
た

中
か
ら
、
日
本
独
得
の
感
性
の
花
を
咲
か

せ
た
の
が
『
源
氏
物
語
』
で
す
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

は
そ
れ
ぞ
れ
近
代
・
現
代
へ
の
歩
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
の
平
仮
名
文

学
を
経
て
、
日
本
は
独
特
の
文
化
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
肥
料
の
な
い
土
の
花
は
、
や
が

て
枯
れ
ま
す
。
文
化
も
、
教
養
と
い
う
肥

料
が
な
け
れ
ば
、
や
が
て
枯
れ
る
の
で
す
。


